
オープンイノベーション
人材マッチングシステム

過去の包括連携共同研究の教訓
複数の包括連携を融合したオープン
イノベーション実施には人材マッチン
グシステムが必要不可欠
膨大な人材とニーズ、シーズのマッチ
ングの円滑化（転職サイトなどのシス
テムを参考）

企業との多角的な連携手法の開発

産学連携における
豊富なネットワーク
を持つ日本ファイン
セラミックス協会お
よびエネルギー総
合工学研究所との
連携による産業界
への技術シーズ広
報活動を強化

マッチングファンド形式プロジェクトと
オープンイノベーションキャンパスの構築

卓越した人材を獲得
するための入試制度
多岐にわたる能力の
検証が必要

・オープンハウスへの参加
研究室で1週間実習を行う
・サマースクールへの参加
（学部生も一部科目は
受講可能）
最終日に口頭試問及び面接

・実務経験に関する口頭試問

（社会人学生）

国際的実践教育コンソーシアムの構築

取組4 共同研究指導

超アクティブラーニングの場を相互に活用できる仕組みを実現するために、
デウスト大学等の実践的教育研究で定評のある大学とコンソーシアムを構築する

超アクティブラーニング
学生が一方的に技術者や研
究者から学ぶのではなく、逆に
指導的な役割を果たすイン
ターンシップや共同研究活動

取組２ サマースクール（SS）

取組3
カンファレンスの開催

取組１
コンソーシアム大学同士
の相互インターンシップ

超アクティブラーニング実
践の機会を拡大

派遣先企業が250社から
500社程度まで増加

2週間

1学期、2学期に次ぐ授業期間
SS 2科目以上の受講を必須
学生は国際的な実践力の相
対評価を受ける。当番校は大
学寮をコンソーシアム大学の
受講生に開放。

コンソーシ
アム大学

参加

集結

常に教育手法を改善し続
けるための教員同士の事
例紹介の場。スペイン（デ
ウスト大）、フィンランド（ア
アルト大）、インド（IITマドラ
ス）などの教育方法を導入。

コンソーシアム大学の教員
が本プログラムの学生の副
指導教員および副査として
参画し、国際的レベルでの
博士学位の質保証を行う。

本学教員

本学
進学者

他大学
進学者

海外大学
進学者

社会人
学び直し

多国籍・多分野・多世代
の大学院生チーム

相互研鑽海外教員

海外企業
客員教員

国内企業
客員教員

国内外
企業

本学

海外大学・
研究所・政
府・行政

技術開発センタープロジェクト（1981年開設）
大学内に企業の研究所を開設可能。
共同研究企業の社員に客員教員→企業の
研究実践を通じて学生の教育にも寄与

研究スペース支援
平成33年を目標に大学の研究ス
ペースの再配分を実施
→学内の10％を企業研究室とし
て活用

発展

◆企画機能

◆知材・認証
コンサル機能

◆財務・契約・金融
・税務マネジメント機能

◆人材サーチ
・マッチング機能

原理原則に基づく実践的共同研究の場の構築
全国
高専

地域
大学

海外の
大学・
地域
企業

主参画
企業

[組織と
組織の
包括連
携企業]

国内
中小
企業

技術

人材

技術
シーズ人材

地域
行政

技術
シーズ

人材
技術シーズ

人材・
技術ニーズ

本プログラム管理運営部門

ステージゲート
審査会

成果報告会異業種実務訓練

一気通貫
共同ラボ

学生ドリブン
OIラボ

地域ドリブン
OIラボ

組織構築

制度設計

Society 5.0, 食料イノベーション等のターゲット

異業種融合JV創出 学生・若手社員融合による夢技術創出

資金

組織体制の整備 取組

これまで包括連携を
実施した企業に対
する本学技術シー
ズ説明会を拡充

機械専攻
開講科目

電気専攻
開講科目

物材専攻
開講科目

基礎学力養成ユニット

創造力養成ユニット

ITスキル、経営力養成ユニット

コンソーシアム大学の各専攻が開講する科目群

必修

情報経営工学専攻開講科目

社会のニーズに合わせたコース設計
各コースで分野横断的なカリキュラム構成

社会人教員
開講科目

実践力養成ユニット

専攻・教員組織改革のスピードアップ
⇒社会ニーズへのマッチング

コース名・カリキュラム（ユニット）構造
を２～３年ごとに再検討する
⇒学術学問体系を横断したカリキュラムの
最適な組合せによる学習指導

フレキシブルな組織運営を可能に
するコース・ユニット制

●▲■◆★
持続可能モビリ
ティコース

●▲■◆★
クリーンものづく
りコース

●▲■◆★
スマートファクト
リーコース

研究資金支援
3年間で5,000万円以上の包括的

共同研究に対しては、大学側から
1,500万円を拠出してマッチング
ファンド形式をとる。

①〔大学連携〕国際エンジニアリング
実践教育コンソーシアム

②〔企業連携〕ジョイント・ベンチャー（JV）

1. 〔産学連携〕
「オープンイノベーションキャンパス」

JV JV

JV JV

企業

企業

企業

企業

呉越同舟型のJV支援
【資金】 マッチングファンド
【場所】 全学研究スペースの10%を

企業との協動の場に

ジョイントベンチャー（一か所に集合）

特殊
金属加工会社

特殊
熱処理会社

特殊
熱処理会社

特殊
検査会社

大学
研究所

行政

認証機関商社
金融機関

システム
エンジニアリング

IoT, AI
ビックデータ解析

2. 〔産学金連携〕
「リーダー実践型共同工場」

行政と共に、SMEの
オンリーワン技術を
結集した共同工場
（全国４ヶ所）でのリー
ダー実習の場を構築

新潟市、長岡市、函館市
鹿児島県・長島町を実践の場に

【新潟市】新潟スカイプロジェクト戦略的複合共同工場

双方向インターンシップ、
共同短期スクールの開講
による国際実践教育に

Aalto
University

初期連携大学

グ
ロ
ー
バ
ル
実
践
教
育
を

実
現
す
る
た
め
の
場
の
構
築

研究部門

管理運営部門
・組織構築ユニット
・制度設計ユニット

教育部門

コンソーシア
ム部門

技術科学
イノベーション
研究院


